
 

 

 

 
 

２０２０年９月２５日  

四 国 電 力 株 式 会 社 

農 林 中 央 金 庫  

 
 

高知県南国市におけるスマート農業への取り組みと新会社の設立について 
 

 

四国電力株式会社（本店：香川県高松市、社長：長井啓介）と農林中央金庫（本社：東京

都千代田区、理事長：奥和登）は、四国の基幹産業である農業の活性化に向けた新たな事

業を行うため、農業法人「Ａｉtｏｓａ（アイトサ）株式会社」（本社：高知県南国市、以下

「新会社」）を本年１１月２日に設立いたします。 

 

農業従事者の高齢化や後継者不足による就農人口の減少、耕作放棄地の増加など、地域

農業は多くの課題を抱えており、近年、こうした課題の解決に向けて、ロボットやＡＩ、

ＩｏＴを駆使した最先端の農業、いわゆる「スマート農業」の技術開発に期待が高まって

います。 

 

新会社では、こうした「スマート農業」に着目し、南国市に栽培用ハウスを建設したう

えで、地元の主要産品である「シシトウ」の生産を通じて、産地の維持・拡大に貢献すると

ともに、生産現場の省力化に資するスマート農業技術の研究開発・導入に取り組むことと

しています。 

具体的には、作業負担の大きい農薬散布と収穫作業の省力化を図るため、先端農業技術

の知見を有する農業ベンチャー「銀座農園株式会社」と共同で、ＡＩによる画像認識技術

の構築と、農薬散布および収穫用ロボットの実用化に取り組みます。 

また、高知県のＩｏＰプロジェクト ※と連携し、ハウス内の環境データや植物の生体デ

ータに基づく効率的な栽培手法の確立を目指すとともに、将来的には、ここで得たスマー

ト農業技術の知見・ノウハウを地域に水平展開することで、新規就農者の増加や既存農家

の経営効率化を図り、産地の維持・拡大に繋げてまいりたいと考えています。 

 

なお、当社は、新会社の設立に先立ち、本年１０月２３日、高知県、南国市およびＪＡ高

知県との間で、企業進出協定書を締結することとしており、今後、地元の自治体や関係機

関、生産者の皆さまと連携しながら、本事業を推進してまいります。 
 

※ＩｏＰプロジェクト（ＩｏＰ“Internet of Plants”が導く Next次世代型施設園芸農業への進化プロ

ジェクト）は高知県が優位性を持つ施設園芸分野において日本全国・世界中から研究者・学生・企業

が集積する産業集積群を作り、最新の施設園芸関連機器、AI・IoT 技術を広く農業関係者に普及させ

ることで、農家所得の向上や産地のブランド化につなげる産官学連携プロジェクト 

 
 



（１）新農業法人の概要 
名 称 Ａｉtｏｓａ株式会社 

設 立 ２０２０年１１月２日（予定） 

事 業 内 容 スマート農業技術の研究開発、農産物の生産・加工・販売など 

所 在 地 高知県南国市植田 

資 本 金 ２，５００万円 

出 資 比 率 
四国電力（株） ９５％ 

農林中央金庫   ５％ 

役 員 取締役２名（四国電力から選任し、うち１名は社長） 

運 営 体 制 
社員：数名 

パート従業員：２５名程度 

（ロゴマーク） 

 

【社名に込めた思い】  
地域・農業への愛とテクノロジー(AI)の力を結集し、 

高知（TOSA）の地から、未来の農業を発信していく。 

 
 
（２）栽培施設 

施 設 面 積 
１号棟 約３，７００㎡（２０２１年８月生産開始予定） 

２号棟 約４，０００㎡（２０２３年８月生産開始予定） 

栽 培 方 法 養液栽培 

 
 
（３）今後のスケジュール 

  ２０２０年１０月  高知県・南国市・ＪＡ高知県との進出協定締結 

１１月  新規農業法人設立 

２０２１年 ２月～ 栽培施設（１号棟）建設 

８月～ 定植、栽培 

１０月～ 出荷開始 

２０２３年 ２月～ 栽培施設（２号棟）建設 

８月～ 定植、栽培 

１０月～ 出荷開始 

 

 

 

 

 



＜参考＞ 
 
・銀座農園の概要 

名 称 銀座農園株式会社 
所 在 地 東京都中央区銀座１丁目３番１号 
代 表 者 代表取締役ＣＥＯ 飯村 一樹 
事 業 内 容 農業システム開発およびマーケットプレイスの提供 
資 本 金 １億７,４７１万円 
設 立 時 期 ２００７年１０月 

 
 
 ・シシトウの年間栽培スケジュール 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 

以 上 

【本件に関するお問い合わせ先】 

四国電力株式会社 広報部（谷、黒島）  TEL:087-821-6554 

農林中央金庫 高松支店（竹井、秦）  TEL:050-3853-4098 


